
２０５０年までに温室効果ガス排出の
実質ゼロを目指します！
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　「ゼロカーボンシティ宣言」への参加を機にこれまで実施してきた取組や課題事項を整理し、具体
的な方向性や施策内容について検討していきます。また、包括連携協定を締結している東日本電信
電話株式会社とも連携して、民間の知恵を生かした脱炭素・活力のあるまちづくりを目指します。  

■脱炭素・再生可能エネルギーの推進
　公共施設への太陽光発電設備・文化交流センター地中熱利用空調設備整備
　省エネエアコン・電気冷蔵庫買換促進事業

■循環型社会の構築
　３Ｒ運動、リサイクル運動報奨金、小型家電回収箱設置

■緑化推進
　植樹活動、緑の募金活動

■イベント等啓発活動
　環境まるごとフェアの開催

■公共施設等の脱炭素化
　公共施設照明、防犯灯街路灯ＬＥＤ化、公用車の電動化

▲利府町「ゼロカーボンシティ」宣言書

▲環境大臣からのメッセージ

▲役場正面入口に掲示しています

●ゼロカーボンとは？
　ゼロカーボン（カーボンニュートラル）とは、企業や家庭
　から排出される二酸化炭素の削減、植林や森林管理
　などを通して、人為的な発生源による排出量から森林
　などの吸収源による吸収量を差し引いた、排出量の
　合計を実質的にゼロにすることです。 
●ゼロカーボンシティとは？
　「２０５０年に二酸化炭素排出量実質ゼロ」を目指す旨を
　表明した地方自治体のことを指します。

　本町では、文化交流センター「リフノス」の地中熱利用設備の整備をはじめ、
道路照明灯・防犯灯のLED化などを先駆けて進めてきました。 
　今後においても、このような「カーボンニュートラル」の取組みをさらに推進
しながら、豊かな環境を将来世代に引き継いでいくための具体的な目標や
方向性を示す、「利府町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を策定し、
2050年までに町内の二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指すことを表明しま
した。 

問　生活環境課　環境衛生係　☎767-2119

利府町ゼロカーボンシティ宣言

近年の気候変動は、私たちの生活や生態系にさまざま
な影響を与え、深刻な自然災害が世界のみならず国内で
も発生し、その災害は、今後、更なる頻発化・激甚化が
予測される極めて深刻な状態となっています。
2015年に合意されたパリ協定では、「世界全体の平均
気温上昇を産業革命以前に比べて２℃未満とし、1.5℃に
抑える努力をする」との目標が広く共有され、これを達
成するためには、2050年までに二酸化炭素の実質排出量
をゼロにすることが必要とされています。
本町は、東部に風光明媚な表松島の馬の背、西部に
県民の森、中央部には加瀬沼公園と豊かな自然に恵まれ、
その恵みを礎に今日まで発展し続けてきました。先人た
ちから私たちに受け継がれてきたこの自然の恵みは、
これからも守っていかなければなりません。
利府町は、町民・事業者・町が連携し、持続可能で安
心して暮らせるまちを次世代に引き継いでいくため、
2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロ
カーボンシティ」を目指すことをここに宣言します。

令和４年１０月３日

　令和4年9月16日（金）、利府町ベビーファースト活動宣言 宣言式が執り行われました。今後、
「子どもたちの笑顔があふれる環境づくりを推進します」の宣言のもと、子育て支援体制や保育
サービス等の充実、子育て世帯の経済的負担の軽減を推進するとともに、誰もが希望をもって、
結婚・出産・子育てをできるよう切れ目のない支援に取り組んでいきます。
　今回は、本町での子育て支援事業の取り組みについてご紹介します。

「ベビーファースト運動」とは
公益社団法人日本青年会議所が2021年より始めた少子化対策に対する取り組みで、子育て世代が子どもを産み育てやすい社会
を、行政や企業を巻き込み社会全体で実現するための運動です。令和4年5月27日（金）の村井嘉浩宮城県知事の宣言に続き、
県内市町村では本町が初の宣言自治体となりました。

利府町ベビーファースト活動について利府町ベビーファースト活動について

本町独自の子育て支援事業（現在実施している主なもの）本町独自の子育て支援事業（現在実施している主なもの）

今後予定している事業 今後予定している事業 

▲町では子育てに必要な様々な支援を行っています

●ベビーファースト子育て応援事業
エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けている
子育て世帯にクオカードを配布し、家計が苦しい中において、
子どもたちに必要な物を購入するための支援をするもの。 

対　　象　令和4年12月1日現在で利府町に住所を有する未就学児 
支 援 品　未就学児1人あたり5,000円分のクオカード 
配布方法　世帯主あて送付 
そ の 他　小中高校生に対しては、別途学習応援事業を実施します。 

●新春もちつき会＆赤ちゃんハイハイレース町長杯 in リフノス

と　　き　令和５年１月１４日（土）　①午前１０時～赤ちゃんハイハイレース
②午後１時～餅振る舞い

と  こ  ろ　文化交流センター「リフノス」多目的ホール 
対　　象　①ハイハイ期の赤ちゃん（２０名）と保護者

②どなたでも参加いただけます
申込方法　①レース参加希望者は「リフノス」窓口またはお電話（☎353-6114）でお申し込みください。（先着２０組）

②申し込み不要、振る舞い餅がなくなり次第終了します。
※詳しくは、「リフノス」ホームページ、チラシにてお知らせします。 

 

●出張子育て広場
保育士と子育て広場がイオンモールの「モクイク広場」に出張
します！親子で自由に遊びながら、子育ての相談もできる広場
です。手遊びやふれあい遊びの時間もあります。お気軽に
お越しください。 

と　　き　１２月１６日（金）　１回目：午前１０時１５分～午前１１時
２回目：午前１１時１５分～正午 

と  こ  ろ　イオンモール新利府南館内『モクイク広場』
申込方法　子ども家庭センターに電話でお申し込みください。

（子ども家庭センター　☎356-6711）

●新生児誕生祝い事業
　新しい町民の誕生を祝うため、記念品または支援品を贈呈。

●ベビー用品のレンタル
　子育てに必要なベビーベッド、ベビーバス、ベビーシートの無償貸出。

●利府町新生児臨時特別給付金事業
　コロナ禍における子育て世帯の家計を支援するため、令和4年4月1日から令和5年
　3月31日までに出生した新生児の保護者に対し、３万円の給付金を支給。 

●産後ケア事業
　産後1年未満のお母さんと1歳未満のお子さんを対象に、助産師などが居宅訪問やデイサービスにより授乳相談・育児相談などを実施。
 ●産後支援サービス体験事業
　誕生や転入にあたり１歳未満のお子さんを子育て中の家庭に、ファミリー・サポート・センター事業を利用できるクーポン２枚を配布。

●子ども医療費助成事業
　０歳から１８歳の年度末までの医療費（保険診療分の自己負担額）を所得制限なしで全額助成。 

●特定教育・保育施設等第３子給食費助成事業
　小学校就学前の３年間について第３子以降の保育所・幼稚園等に係る給食費を助成。 

●小・中学校入学支援事業
　小学校と中学校の新１年生全員に、学校で使う運動着を無料支給。

問　子ども支援課　保育係　☎767-2196
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